
 人間国宝の一龍斎貞水（いちりゅうさいていすい）氏と弟子の一龍斎貞橘（いちりゅうさいてい 

きつ）氏をお招きして「学校寄席」講談（立体怪談）が開催されました。深みのある語り口と迫力

のある声柄を武器に様々な演出で観客を魅了しました。 

 

 2 年生の「総合的な学習の時間」に長崎大学・熊本大学・佐賀大学・ 

九州大学の先生に来校していただき、様々な講義を受講しました。 

【生徒の感想】 

 薬学部は薬学科と薬化学科があり、薬剤師を目指すのか、研究者を目指すの 

かで適した学科があることを知った。また、これからＡＩに取って代わられて 

いく可能性があるため薬剤師は薬の処方だけでなく、地域住民の健康アドバイ 

ザーとしての役割が大きくなっていくことを知り、人と人との関わりが大切に 

なっていくのだと思いました。将来、日本が直面するであろう医療問題につい 

て様々な取り組みがなされていて興味をひくものでした。（２年女子） 

 これから sociaty5.0 の時代になり、日常にＡＩなどが多く取り入れられる中 

で、情報を取り扱う仕事が大部分を占めることを知りました。この情報データ科 

学部はｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｻｲｴﾝｽｺｰｽとﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽｺｰｽというｺｰｽがあって、社会の様々な課題 

を解決することができるということを知り、とても興味を持ちました。情報デー 

タ科学を学ぶことでとても広い進路があると知りました。（２年女子） 
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3 年秋のレクレーションが行われました。今年は台風通過後のあいにく 

の天候でしたが、崎野自然公園にてクラスでバーベキューなどをして楽し 

みました。センター試験１００日前にあたり、秋の爽快な空気を味わって 

気分転換を図り、３９回生がチームとして受験に立ち向かう気運を高めま 

した。 

長崎市消防局北消防署浜田出張所から 3 名の方に来校していただき、 

避難訓練および消火訓練を行いました。今年も台風などの災害が日本各地 

で起きています。生徒たちは、災害がいつどこで起こるかわからないので、 

万が一に備えて、訓練が大事だと痛感した時間となりました。 

秋に想う 

校長 西田哲也 

 

 季節は秋。日中の厳しい暑さは遠のき、朝夕には時に寒さを感じるほど。

まさに、野外での活動に適した時期となりました。 

秋といえば、読書の、スポーツの、紅葉の、食欲の…、さまざまな秋が連

想されます。稲をはじめとする多くの作物が収穫の時を迎え、豊作を祝い 

これまでの苦労をねぎらう祭りが行われるのも秋。   

真っ先に、「実りの秋」を連想するのは私だけだろうか。 

 さて、北陽台生の秋はどうだろう。これまで様々な行事や学習を経験・体験し、その成果を

蓄えていく「実りの秋」であると同時に、「試練の秋」とも言えよう。部活動では、１・２年生

の新チームによる新人戦が始まり、勝利に喜びを分かち合うこともあれば、時には、自分の未

熟さやチーム力の低さを痛感させられ、屈辱的な経験をすることもあるかもしれない。その悔

しさを今後の糧とできるかどうかで、その後の成長の方向性が違ってくる。 

一方、３年生は自己の進路実現に向け、実力を養成するラストスパートの時期である。学問

に近道はない。焦ることなく、着実に一歩一歩、一日一日、努力を重ねゴールを目指すしかな

い。３年生の、これまでの、そしてこれからの努力に大いに期待する。唯一、例外的なのがラ

グビー部。自己の進路実現と花園での活躍という、二つの大きな目標を掲げ懸命に取り組んで

いる。この二つともが達成されることを、心から願うばかりである。 

実るほど頭を垂れる稲穂かな  （作者不詳） 

 最近、ニュースなどで事件・事故の報道を見るにつけ、自己中心的な考えや身勝手な言動、

利己的な行為を目にすることが多くなったように思う。社会の在り様や人の考え方等が変わっ

てきているのかもしれない。この北陽台高校の学び舎に集い、心身を鍛え、頭脳を磨く生徒た

ちは、皆、将来の活躍が期待される有為な人材である。彼らが経験や年齢を重ねるにつけ、地

位や名誉、成功や栄冠を手にすることは容易に想像できる。しかしながら、いかなる時であ

れ、ことわざにもあるように、常に謙虚さを忘れず、自分の人生を粛々と歩む人間に成長して

もらいたいと想う、今年の「秋」である。 

 

防災避難訓練 １０月１０日（木） 

３年生 秋のレクレーション １０月３日（木） 

芸術鑑賞会 １０月１７日（木） 

２年生 大学の先生方による特別講義 １０月２１日（月） 

(南島原市 谷水棚田の稲) 



今回の合宿は、私にとって有意義な時間となりました。着いてから、まず、食器洗いを担 

当することになりました。洗う数がとても多かったので皆で流れ作業をしました。男子は、 

頑張って火をおこしているのを間近で見れて、普段ふざけている人も真面目に皆と協力して 

いたので、意外な一面が見れました。それぞれの役割を果たすことができたので、カレーは 

これまでに食べたことのない美味しさでした。また、ともしびの時間では、一人一人が将来 

を真剣に考えて、それを皆に伝えていたので面と向かって皆と話すことができ、良い機会と 

なったので良かったです。これから健脚くらべや百人一首大会に向けて、クラスの絆がぐっ 

と深まった、意味のある合宿だと実感しました。あと半年しかないですが、当たり前のこと 

を当たり前にする仲のいいクラスであれるように、これからも協力していきます。（1 年女子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 陽の丘学級研修合宿 生徒の感想 １０月３日～２９日 

《１１月の主な行事予定》 

２日（土）開校記念日（休業日）校外実力(１･２年) 校外マーク模試（３年） 

 ３日（日）文化の日 校外実力(２年) 校外マーク模試（３年） 英検２次 

 ４日（月）振替休日 学校開放 

６日（水）県高校駅伝（小浜） 

７日（木）生徒総会 

８日（金）２年理数科課題研究中間発表 

９日（土）オープン模試（3 年） 

１０日（日）学校開放 

１２日（火）～1５日（金） 乳幼児ふれあい体験 

１６日（土）土曜自学（３年） 地区 PTA 研修会 

１７日（日）学校開放 

１８日（月）１・2 年 2 学期期末試験時間割発表 

２３日（土）勤労感謝の日 校外マーク模試（３年） 

２４日（日）校外マーク模試（３年：長崎大学会場） 

２５日（月）～２８日（木） １・２年２学期期末試験 

３０日（土）校外マーク模試（３年） 土曜自学（１・２年） 

 

 本年度は、人権問題について～北朝鮮による日本人拉致事件から～ドキュメンタリー・アニメ「めぐみ」の視聴

を行いました。生徒たちは、北朝鮮による拉致問題について認識し、拉致問題を人権問題として考える機会となり

ました。 

 

 

 

 

「自学力の強化を」                       ３学年主任 下村かおり 

 各クラスで「センター試験まであと○○日」などの言葉を目にするようになりました。センター試験１００日前

集会では１組の高原君による決意表明があり、皆の気持ちをグッと引き締めてくれました。最近は、朝、自学教室

や職員室前で自学に勤しむ人も増えてきました。これからは毎日がカウントダウンとなり、一日一日の過ごし方が

今後に大きく影響していきます。受験勉強といっても、特別な勉強をするわけではありません。日頃の授業の予習

・復習、小テストの準備などが全て受験に直結しているのです。予習や小テストを切り離して受験勉強を充実させ

ようなどという考えはナンセンスです。焦りは禁物です。まずは自分に何が足りないのか、あとどれ位、どの教科

をどれくらい伸ばしていく必要があるのか、といった自己分析を元に、徹底した自己学習を継続するのみ。「同じ

ようでも全く同じは一つもない。」少し前に何かのＣＭで目にしたフレーズです。今日よりは明日、明日よりは明

後日と少しずつ前進している自分になれるように、毎日を充実させていきましょう。 

人権教育講話 １０月２４日（木） 

各学年より 

「陽の丘研修を終えて」                       １学年主任 守 慶直 

 自分が授業に行っていないクラスの生徒のみなさんの活動を見ることができる良い機会だと思い、今月行われた

各クラスの学級研修合宿の様子を少しずつですが見に行きました。飯ごう炊さんや、ろうそくの火を囲んで語り合

うともしびの時間などでは、普段は見ることのできない姿もあり、とても嬉しく感じました。感想文にも、達成感

を得たことや、クラスメイトの知らなかった一面を知ることができたとあり、有意義な１泊２日を過ごせたことが

伝わってきました。それ以外にも、時間を見て計画的に行動することや、周囲と協力しながらも自主的に行動する

ことの大切さを、この合宿を通して学び、成長してくれたのではないかと思います。 

 この合宿が成功であったかどうかは、皆さんの今後の行動次第です。これまで以上に深めたクラスの絆で、現在

のクラスで過ごす残り５か月を素晴らしいものにしてくれることを願っています 

「５教科での校外実力試験」                        ２学年主任 林 圭介  

 今まで何度か受けてきた校外実力試験ですが、１１月２日・３日に実施される進研記述から理科・地歴も含めた

５教科での受験になります。試験範囲が提示される定期試験に対して、今まで学習してきたところすべてが試験範

囲となる校外実力試験については、どのような対策を心掛けていますか。特に定期試験では点数が取れるけれど、

実力試験になると全然点数が取れないという人は、どうしたら点数が取れるようになるかを考えてみてください。

基本的な知識の整理ができていなかったり、問題に対応するだけの演習量が不足していたりするのではないでしょ

うか。日頃の予習や授業、問題集での演習など、意識を高めて力がつくように取り組んでください。 

 ２年生では１１月の進研記述の後は、１２月・１月・２月と各月に１つずつ対外実力試験が予定されています。

自分が県内や全国でどれぐらいの位置にいるのかを確認できる良い機会です。来年の大学受験につながるような学

習を続けていきましょう。 


